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仏教心理学への招待
─「阿闍世王の物語」によせて
川　田　洋　一
　本日は通信教育部主催のセミナーに御招待頂き、まことにありがとうございま
す。
　私は、数年間、通信教育部の講座を担当させて頂いておりました。その時のテー
マが「仏教心理学」でありました。
　そこで、今回は「仏教心理学」の中から、現代社会に広がる“心の病”を仏教は
どのようにとらえているのか、という視点から、話題を選んでみました。
　その一つが“心身症”であり、他は心の内奥に広がる深層領域に起因する“心の
病”として仏典から「阿闍世王の物語」をとりあげてみました。
　「阿闍世王の物語」は、かつて日本の精神分析の大家であられた古沢平作博士が、
フロイトの「エディプス・コンプレックス」に対して、「アジャセ・コンプレック
ス」の学説を唱えられた原典となる物語であります。
　さて、この二つの話題に入る前に、若干、自己紹介もかねて、私の「仏教心理
学」との出会いについて話させて頂きます。
〔Ⅰ〕仏教心理学との出会い
　私は、1961年に、京都大学医学部に入学しましたが、大学生時代は、ロシア文
学、そのなかでも特にドストエフスキーにはまりこんでいました。
　「罪と罰」「カラマーゾフの兄弟」「白痴」等のなかにえがかれる人間心理に強く
ひきつけられ、そこから西洋の深層心理へと入っていきました。
　近代の西洋心理学は、フロイトの精神分析から始まり、アドラー、ソンディ、ユ
ングを得て、マズローから今日ではトランスパーソナル心理学へと展開しておりま
す。
　私の学生時代は、やはりフロイトの精神分析が主流であり、私も、ここから、人
間心理の深層─無意識の世界にひきつけられておりました。
　ユングは、自らの分析心理学の視座からフロイトは「個人無意識」の層、ソンデ
ィは「家族無意識」の層、そして、ユング自身は「集合無意識」の層の解明にむか
っているとのべております。
　後に、私は、ユングとソンディを知ることになりますが、ユングは仏教を通じて
であり、ソンディの運命心理学は、ドストエフスキーを介してでありました。ソン
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ディは、ドストエフスキー文学のなかに「犯罪衝動」を見出し、そこから、「家族
無意識」の層に焦点をあてた運命心理学を創出しております。
　私は、仏教を介して、まず、ユング心理学に入り、そこから、フロイトとの接点
としてソンディを知るようになりました。
　ソンディの「運命心理学」と仏教との関係については、拙著「運命は変えられ
る」で考察をしております。
　ユングとの出会いですが、京都大学に「心茶会」というクラブがあり、週に一回
ぐらい瞑想をしておりました。「心茶会」の心は禅であり、茶は裏千家です。私は、
このクラブに入り、千利休像のある室で、坐禅・瞑想をしていたのですが、次第
に、仏典を読みはじめていました。
　ユングも瞑想を行い、仏教に深い関心を示すに至っております。私は、ユングの
「集合無意識」の層は、唯識学派の「阿頼耶識」の層と、同じような生命深層に光
をあてたものと考えております。私は唯識学派を知り、その関連性のなかで、ユン
グの「集合無意識」を考えるようになっていきました。また、ソンディの「家族無
意識」の層も広くは「集合無意識」に包括されますから、これも、「阿頼耶識」と
の関連性で理解をしております。この視点からすれば、フロイトの「個人無意識」
の層は、唯識仏教の「末那識」の層と、ほぼ同じような領域に、知性の光をあてた
ものと考えております。
　「末那識」や「阿頼耶識」については、資料①九識論を参照してください。
　さて、私は医学部六回生の頃、比叡山のふもとにある修学院離宮というところに
下宿しており、さまざまな仏典を読
みあさりながら、天台仏教のふもと
ということもあり「法華経」に興味
をもちはじめておりました。
　その頃、創価学会に入会し、二年
目に、池田先生に京大生の一人とし
て、「百六箇抄」の講義を受けるこ
とができました。また関西学生部の
一員として「御義口伝」講義を受け
る機会にもめぐまれたのでありま
す。
　さらに、八年後池田先生の「生命
を語る」のてい談に加えさせて頂
き、その期間の希有の体験により、
仏教の生命哲学の真髄を徹底的に鍛
えて頂くことができたのでありま
す。
　仏教の生命哲学は、さまざまな角
度から照明することが可能ですが、
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資料①　「九識論」
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その原点は、仏法の創始者、釈尊の菩提樹下での「悟り」であります。
　釈尊は、人間の「生老病死」という普遍的な苦悩を超克するために出家し、六年
間の苦行を経て、菩提樹下での禅定は生命内奥への洞察に入っていきました。生命
の内奥─「内なる宇宙」への禅定は、自我意識を基点として、その内なる世界への
探求でありました。
　意識の奥に広がる広大な深層意識には、煩悩、善心、悪業、善業等のさまざまな
心の働きがドラマチックな激闘をくり広げておりました。私は、フロイトから始ま
り、今日のトランスパーソナル心理学の解明しゆく領域は、釈尊の洞察した生命内
界と重なるものと考えております。
　釈尊は、煩悩、悪業、そして生命の魔性として顕在化する無明を打破して、宇宙
根源の法（ダルマ）を覚知したのであります。
　この、宇宙根源の法（ダルマ）は「法性」「仏性」「真如」として、仏教史を貫き、
大乗仏教における各種の哲学を形成していきました。
　このなかから、私は、以後特に、釈尊の菩提樹下での禅定を追体験し生命内界を
体系化した唯識学派の八識論、さらに天台の九識をも包括した日蓮大聖人の九識論
を主体に現代の“心の病”の解明に入りたいと思います。
〔Ⅱ〕心身症をめぐって
　すでに、お話ししましたように、西洋における深層心理の探求はフロイトの精神
分析からはじまっております。
　しかし、20世紀初頭の医学界はフロイトの精神分析を無視しつづけたといわれて
おります。
　そのようななかにあって、内科領域へ、精神分析を導入したのが、ビクトーア・
フォン・ヴァイツゼッカーでした。
　ビクトーアは、第六代ドイツ連邦共和国大統領リヒャルド・カール・フォン・ヴ
ァイツゼッカーとその兄で著名な物理学者であり、哲学者であるカール・フリード
リッヒ・フォン・ヴァイツゼッカーという二人の兄弟の叔父にあたります。この兄
弟は、叔父ビクトーアをヴァイツゼッカー一族の誇りとして、深く敬愛していまし
た。
　池田先生は東西ドイツ統一の1991年6月、統一ドイツの大統領であったリヒャル
ドと会見しております。また、現在、物理学者カール・ヴァイツゼッカーの息子で
ある、環境学者として世界的に活躍するローマクラブ共同会長のエルンスト・ウル
リヒ・フォン・ヴァイツゼッカー博士と対話を行っております。
　さて、フロイトの精神分析を導入したビクトーア・ヴァイツゼッカーの著書「病
因論研究─心身相関の医学」のなかに興味深い心身症の症例があります。
　例えばこれは、今日の、モラルハラスメントを思いおこさせる症例です。
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　〔症例〕⑴
　極度に内気で臆病な女の子が、内心では恐がりながら、結婚に同意し、しかし夫
を絶対に愛せないだろうという気持ちを抱いていた。結婚式の後で、二人がホテル
に入った時、彼女は夫の侮辱的な態度で心を傷つけられ、顔を殴られたようなショ
ックを受けた。「その瞬間、私の内部で大きな変化が起きました」と彼女は言って
いる。翌日、彼女は激しい扁桃炎にかかって、新婚旅行を中止しなくてはならなか
った。結婚生活は長続きせず、離婚が成立した。
　この症例では、心の中の情念（夫への嫌悪感）が、当時においては、重い病気の
一つと考えられた扁桃炎という身体の病をひきおこしたと考えられます。
　〔症例〕⑵
　三十歳前後の、卵巣摘出手術を受けた未婚女性が、妹の結婚式に出掛ける旅行の
時、列車に乗り込もうとして、足を踏み外した。足の傷は軽かったが、それに引き
続いて脚がヒステリー性に麻痺してしまった。
　この麻痺は長期間、ギプス固定か何かで治療されていたが、一年半ほど続いた後
に、無意識を意識化する手法の心理療法を受けて良くなった。そこで明らかになっ
たのは、妹の婚約者を、彼女自身が愛していたということだった。
　この未婚の女性は妹の夫を愛してしまったという愛欲の葛藤を超自我（良心）に
よって無意識的に抑圧していたのです。
　そのために無意識層の情動は、身体面にあらわれ、ヒステリー性の麻痺となった
ものです。
　彼女の場合は心理療法によって、意識下の情動を意識化し自覚的にコントロール
することによって病状は好転していったのです。
　〔症例〕⑶
　若くして結婚したある男の妻が、初産で男の子を出産した。（中略）出産の次の
日、彼は激しい扁桃炎に見舞われた。しかし、彼はある理由から、この病気をむし
ろ喜んだ。
　というのは、それで彼には遠方への旅行を中止するという口実ができたからであ
る。その旅行はあまり出たくない会議のために予定していたもので、もし出席すれ
ば、気乗りのしない講演をしなくてはならないはずだった。
　これは疾病利得のケースであります。
　疾病利得とは、病気になることによって何かの利益が得られるようなケースで
す。この例では無意識層にある講演を拒否する心の動きが、扁桃炎という病気に結
びついたと考えられます。
　結果的に彼は、講演をしなくても良いという利益を得ております。
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　これらの心身相関を示す症例は、現代における“心身症”に相当すると考えられ
ます。仏教的には色心不二（身心一如）と表現しますが、身体と心は相互に深い関
連性をもっているのです。
　それでは次に現代の“心身症”の実例をユング心理学者であり、ガンの外科医で
もあり、仏教にも深い理解を示していた河野博臣博士の著作「患者の心、医師の
心」（聖教新聞社）から、とりあげたいと思います。
　河野博士とは、私も親しく交際をさせて頂きました。
　ある時、博士は、京都大学病院に入院されていた時のことを話され、医師が患者
になって初めて患者の心がわかるようになったといっておりました。長い夜の間、
暗い病室の中で、目がさえてくると、さまざまなことを想いうかべるとも話されて
おりました。
　〔症例〕⑷
　この症例はポリサージャリー（手術頻回症）の患者で、夫婦の愛によって、この
病気を克服されております。腸閉塞の婦人で、手術をし、退院したが、半年後、又
同じ症状で入院し、このように3年間に5回も手術をくり返したというのです。
　彼女は30才になっていました。
　その時に初めて私は患者さんと心を開いて話し合うことができたのですけれど
も、そこで思いがけないことを私はその患者さんから聞いたのでございます。
　まず、その患者さんとご主人──ご主人は35才だったと思いますが──そして、
私の3人が病室で話をしたわけでございます。すると、その時に患者さんは、なに
げなくこういう話をされたのです。
　「私が病気をして、病院に入院し、手術をした時だけは、主人は私に対して非常
な愛情を示してくれるんです」と。
　夫婦関係というのは夫と妻がお互いに気を配り合う、配慮し合うところに成り立
っています。（中略）この患者さんはポリサージャリー（手術頻回症）の患者さんだ
ったのです。ポリサージャリーというのは心身症でございます。心身症の患者さん
というのは身体的な訴えをいたします。おなかが痛い、頭が痛い、肩がこる、心臓
がどきどきするというふうに、身体的な訴えをします。
　だけど、その原因は、身体そのものにあるのではなくて、心理的なものにあるわ
けです。ですから患者さんを治療する時は、どうしてもその人の心に関わって治療
しなければ、根本的な治療にはならないわけです。
　夫の常日頃からの妻への愛情が心身症をいやし、以後、妻の腸閉塞は再発してな
いといいます。
　お互いを思いやる利他的な夫婦愛が「ポリサージャリー」としての心身症を克服
させたのです。
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　〔症例〕⑸
　肝臓ガンの患者で、なかなか痛みがおさまらない。患者には三人の娘さんがい
て、時おり看病におとずれていました。
　ところが河野博士がみたところ、娘さんが看病している時の方が痛みがはげしく
なるようである。
　そこで博士は患者とよく話し合ったというのです。
　「そこでよく話し合ってみると、その患者さんには、じつは隠し子があった。そ
の人は再婚でして、前の奥さんとの間に子供があったのですが、どうしても、それ
を表沙汰にすることができないという秘密をもっていたのです。
　秘密の問題というのは、ものすごく大事ですけれども、その患者さんの場合も、
家族を含めて話し合うことができて、秘密にしていた子供さんも患者さんに会わせ
ることができたわけです。その患者さんは、心の中で『子供と会わないうちは死ね
ない』とひそかに思っていたのです。その子供と会えば心残りはない。そこで家族
みんなで話し合って、その子供と会うことができて、それから痛みは非常にやわら
いできました。」
　仏教では、苦悩を苦苦（身体的痛み）と壊苦（精神的悩み）と行苦（死に直面する実
存的不安）にわけて考えております。この三苦は、相互に増幅しあうものです。こ
のケースでは、秘密をもったことが、壊苦となり、ガンの痛みという苦苦を増幅さ
せていたのです。家族が話し合って、お互いに理解しあったところに、純粋な夫婦
愛、親子愛が生まれたのです。
　河野博士のあげられた二つの症例にみる純粋な愛情は善心（菩提）として、苦し
みをやわらげ、安らぎをもたらしていきます。
　この章でとりあげた“心身症”は、いずれも、心の中の悩み、怒り、不安、葛
藤、悲しみなどの情動、仏教的にいえば煩悩（悪心）が、身体面へと表出したもの
でした。
　逆に、善心は、心身症をやわらげ、いやしております。
　しかし、これまでの症例は、主として、個人無意識の次元の心の働きであり、仏
教的には「末那識」次元の煩悩と善心の作用であると考えられます。
　さらに、深い次元の心の働きが関わるような複雑な「心の病」も、現代社会にお
いて、決して少なくはありません。つまり「末那識」の次元をこえて「阿頼耶識」
の深い深層意識の働きが関与しているような症例です。
　今日の広義の「心の病」には心身症、神経症の他に精神病（統合失調症、躁うつ病）
等があります。これらのなかには、ユングやトランスパーソナル心理学等の明か
す、深層領域に起因する症例もあります。このような症例を考えるにあたり、仏典
に出てくる「阿闍世王の物語」は、多くの示唆を含んでいると考えております。
川田洋一　仏教心理学への招待
─　　─45
〔Ⅲ〕生命深層の病
　　　─「阿闍世王の物語」に寄せて─
　阿闍世王の物語は、多くの仏典に記載されていますが、主として「大般涅槃経」
の記述にしたがっていきます。
　釈尊と同時代を生き、当時インド最大のマガダ国の王位についたのが、阿闍世王
でした。
　ある時、青年期に達した阿闍世に、釈尊に敵対する提婆達多が近づいてきます。
そして、阿闍世の出生の秘密をあばいていったのです。
　資料②は「大般涅槃経」の文です。この経文を参考にしながらお聞き願いたいと
思います。
　資料②「大般涅槃経」
　「提婆達多言はく、『国人汝を罵りて未生怨と為す。』善見復言はく、『何が故に我
を名づけて未生怨と為す、誰か此の名を作す。』提婆達の言はく、『汝未生の時、一
切の相師皆是の言を作さく、是の兒生じ已りて當に其の父を殺すべしと。是の故に
外人は、皆ことごとく汝を號して未生怨と為す。一切の内人は、汝が心を護らんが
故に、謂
い
つて善見と為す。韋提夫人、是の語を聞き已りて、既に汝が身を生じて、
高樓の上より之を地に棄
す
て、汝が一指を壊せり。』
　②に記された、善見太子とは阿闍世のことです。国人（外人）とは、王族とその
関係者（内人）以外の一般の民衆のことです。
　国人（外人）が、自分の何を罵っているのかという善見太子（阿闍世）の問いに、
提婆達多は「未生怨」という言葉を出します。阿闍世がまだ母の胎内にいた時に、
占い師が、この子は父を殺すようになるだろうと予言しました。つまり、生前から
父親を怨んでいたということで外人たちは阿闍世を「未生怨」と呼んだのです。
　しかし、内人は阿闍世の心をまもるために、逆に「善見」と呼んでいたのです。
　では、占い師が、何故、阿闍世が父を殺すようになるであろうと予言したかとい
うことについては、例えば、他の経典（「観無量寿経疏」巻二）のなかには父母のエ
ゴイズムにまでさかのぼって説いています。
　それによると、父の頻婆沙羅王には世継ぎの子がいなかったので、占い師に韋提
希夫人を占わせると、山中に住む仙人が死後に太子として生まれるであろうと予言
しました。ところが、王は早く子供がほしいという権力欲にかられてエゴイズムか
ら、仙人の寿命である三年が待てないで、家来を送って仙人を殺害させた。まもな
く、夫人が身ごもったので、ふたたび占い師に占わせると「生まれた男の子は王の
怨となるであろう」と予言した、というのであります。
　仏典には、仙人を殺させたのは頻婆沙羅王であり、母の韋提希夫人が積極的に仙
人を殺させたという記述はありません。しかし、夫人も父王の行為にしたがったと
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すれば、そこに母のエゴイズムを見出さざるをえません。
　母は、子どもを生むことによって夫の愛をつなぎとめようとしたゆがんだ愛によ
って、父王と行動をともにしたとすれば、そこには母の女としてのエゴイズムが働
いていたのです。
　彼女は、子どもが胎内にいる間も、当時の手段によって中絶を試みています。子
供にとっての胎内体験は、末那識や阿頼耶識という次元に深刻な善悪の影響を与え
ていきます。阿闍世は、母の胎内において強い恐怖をいだいていたにちがいありま
せん。それが、怨念となって、父母への「基本的信頼感」を奪っていきました。母
への絶対的不信は、存在そのものへの不信を意味しますから、この世界に出生する
ことの意味を否定するものだったのです。
　母の胎内における末那識次元の怨念は、阿頼耶識次元の悪業（地獄界の業）を刻
印していきました。阿闍世は、生命深層にこのような怨念、恐怖、不安、絶望感、
不信と地獄界をひきおこす悪業をはらんで、この現象世界に生まれでたのです。
　経典にはその上に、母は阿闍世を高い建物の上から生みおとしたが、ただ一指を
おるだけにとどまったと記されています。
　このように、阿闍世は、父母のエゴイズムにより、“望まれぬ子”として、この
世に生を受けたのです。阿闍世の深層意識はきわめて今日的な課題をはらんでおり
ます。
　しかし、わが子の可愛い姿を見た父母は、自分のエゴイズムを反省し、また、釈
尊との出会いもあって、阿闍世に純粋な愛情をそそいでいきます。
　阿闍世は、青春の息吹きに満ち、「善見太子」の名の通りに成長していきます。
　ところが、提婆達多が、阿闍世の出生の秘密をあばいたのです。
　父母への怨念につきあげられた阿闍世は提婆達多の甘言にたぶらかされて、頻婆
沙羅王を幽閉します。阿闍世は父王に食事を与えず、餓死させようとしたのです
が、父王は生きつづけます。韋提希夫人が阿闍世に隠れて、夫を支えつづけていた
のです。
　「仏説未生寃経」によると、夫人は浴して身を清浄にし蜜に麨（いりむぎこ）をま
ぜて身にぬり、瓔珞（ようらく）のなかに葡萄の漿（こんず）を入れて、父王のもと
に訪れていました。このことを牢番から知った阿闍世は激怒し、母をも害しようと
します。この時、名医・耆婆にとどめられるのですが、資料③に次のようにありま
す。
　資料③「大般涅槃経」
　「時に諸の守人、即ち太子に告ぐ、『大王、夫人往いて父王を見んと欲す、不審な
り。聴さんや不や。』善見聴き已りて復瞋嫌を生じ、即ち母の所に往き、前んで母
の髪を牽き、刀を抜きて斫
を
らんと欲す。爾の時、耆婆白して言さく、『大王、國有
りて已来、罪極重なりと雖も女人に及ばず、況や所生の母をや。』善見太子是の語
を聞き已りて、耆婆の為の故に 即
すなわち
便放捨し、父王の衣服・臥具・飲食・湯薬を遮
断す。」
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　この文によると、耆婆は「国が存在するようになってから罪が重くとも、女性に
までは及んでいない、まして、自分を生んでくれた母を害したことはありません」
と説いて、阿闍世の行為を止めたとあります。父王は、これ以後、飲食・湯薬を断
たれたことになります。
　ある時、阿闍世の子、優陀那が瘭疽にかかります。この病気は強い痛みをともな
い、化膿して膿がでます。抗生物質もない時代ですから当時としては重い病気で
す。心配した阿闍世は、息子を抱きかかえて手足からでてくる膿を口で吸い取って
看病したのですが、阿闍世は吸い取った口の中の膿を地に吐き出したのです。それ
を見た優陀那はおどろいて、恐怖におちいり、泣き出したのです。韋提希夫人は、
これを見て悲しげにため息をつきます。その理由を、阿闍世が母にたずねると、次
のように話したのです。
　阿闍世が幼い頃、同じような瘭疽をわずらったことがあり、その時、父の頻婆沙
羅王は、今の阿闍世と同じように膿血を吸って看病した。しかし、父は、口の中の
膿を吐き出すことなく飲み込んだのです。
　父が膿を地に吐き出せば、阿闍世が心を乱すだろうと思ったからであるというの
です。
　この母の追憶のなかに、阿闍世は、自分が求めていた「まことの父」を見出した
のです。「まことの父」は、わが子を慈しみ、まもる純粋な父性愛をあらわしてい
たのです。
　阿闍世は、ただちに父のいる牢獄へと臣下を走らせますが、その足音を聞いた父
王は、おどろいて床にたおれ、そのまま息絶えてしまうのです。
　父の死に接し、阿闍世の全身に悪瘍が生じます。そこから膿汁が大量に流れ悪臭
を放ち、だれも近よらないなかで、母・韋提希は看病に専念します。釈尊に出会っ
て、韋提希も「まことの母」にめざめていたのです。
　阿闍世は、母のまことの愛につつまれると、病状はさらに悪化していきます。
　資料④「大般涅槃経」
　「爾の時に、其母字は韋提希、種々の薬を以て、為に之を傅くに、其瘡遂に増し
て、降損有ること無し。王即ち母に白す、『是の如きの瘡は、心より生じて、四大
起に非ず。若衆生の能く治する者有りと言ふは、是
この
處
ことわり
有る無し』」
　資料④にあげたように、種々の薬剤をもってしても病状は良くなりません。阿闍
世は母に「この悪瘡は心より生じているのであって、四大より生じたものではな
い」といいます。
　仏教医学では病気を「身の病」と「心の病」に分類します。つまり、身体病と心
の病です。「身の病」とは、地水火風という物質的エネルギー（四大）の調和の乱
れによって起きる病気です。この病気は、薬剤や手術によって治すことが可能であ
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る。しかし、一方「心の病」は衆生が治すことが困難な病気です。
　「心の病」のなかでも、阿闍世の場合は、末那識や阿頼耶識の次元に起因する生
命深層の病でした。母の話によって、「まことの父」の愛情を見出していた阿闍世
は、父の死によって絶望へとつきおとされます。父の死は阿闍世の中から、「慚愧」
の善心をひきおこしました。慚愧とは自らに恥じ、他者に恥じる善心です。この善
心と阿闍世の中の絶望、怨念、不信の煩悩との間に激しい葛藤がおき、それが悪瘡
となって表出していたのです。
　また、母の献身的な看病のなかに「まことの」母の愛を感じた阿闍世は、ますま
す慚愧の念をつのらせたのです。阿闍世は、このような、深層次元からの「心の
病」を治せるのは、この世の中にはいないのではないかとの疑念をいだかざるをえ
なかったのです。
　そこに、六人の大臣が見舞いにおとずれます。当時の思想家の説をのべていきま
す。
　唯物論的見地から死後の世界を否定する者、「阿頼耶識」のなかの業因業果の因
果律を否定する者、又、過去の因果は認めても現在から未来への因果を否定する者
などです。しかし、阿闍世の心を動かすことはできません。阿闍世の深い心の病
は、唯物論や因果否定の無道徳論や懐疑論では癒すことは不可能だったのです。
　そこに、耆婆が登場します。この名医は、現在でいえば、厚生大臣のような役割
をつとめていたのです。
　耆婆は、阿闍世の心の中の慚愧の善心を見ぬきました。提婆達多には、慚愧の心
が「ない」が、阿闍世には「ある」というのです。
　資料⑤「大般涅槃経」
　善い哉、善い哉、王罪を作ると雖
いえど
も、心に重悔を生じて、慚愧を懐く。大王、諸
仏世尊は、常に是の言を説きたまふ、『二つの白法有りて、能く衆生を救ふ。一つ
には慚、二つには愧なり』。
　資料⑤は、耆婆の言葉です。そして、阿闍世が慚愧の善心をおこしたのは、業因
業果の法則を信じるからであり、決して因果否定の無道徳者ではない、それ故に、
人間としての倫理の基本である道徳律への信がある限りは、たとえ悪瘡という“心
身症”が生じても、救うことができるというのです。
　そして、釈尊のもとへ行くことをすすめます。阿闍世がちゅうちょしていると、
大空より懐かしい父の声が聞こえてきました。
　資料⑥には、このようにあります。
　資料⑥「大般涅槃経」
　「爾の時に虚空より、尋
つ
いで声を出して云はく、『……仏日将
まさ
に大涅槃の山に没せ
んとす。大王、仏若
もし
世を去りたまはば、王の重悪更に治する者無けん。大王、汝今
已
すで
に阿鼻地獄極重の業を造る。是の業縁を以て必ず受くること疑はじ……。大王、
川田洋一　仏教心理学への招待
─　　─49
速かに仏所に往きたまへ。仏世尊を除きて、余の能く救ふもの無し、我今汝を愍
あわれ
む
が故に相勧導す』
　父の声は「仏はもうすぐ涅槃に入られる、大王の重悪を治す者はいなくなるだろ
う」と、わが子を釈尊のもとへと促したのです。虚空とは、まさに阿闍世の「内な
る宇宙」からの意識次元への語りかけであったのではないでしょうか。父の声は
「まことの父」の愛情にみちていました。その声は、釈尊の死を予告しております。
虚空からの語りかけは、予知夢のように未来を予知することがあります。
　阿闍世は、父の愛にうながされて、釈尊のもとに行くことを決意します。
　資料⑦にあるように、釈尊は状況を察し、「月愛三昧」という境地に入ります。
　資料⑦「大般涅槃経」
　「爾の時に世尊大悲導師、阿闍世王の為に、月愛三昧に入り、三昧に入り已
おわ
りて、
大光明を放つ。其の光 清
しょう
涼
りょう
にして、往いて王の身を照らす。身瘡即ち癒
い
え、欝
うつ
烝
じょう
除滅す。」
　釈尊が「月愛三昧」に入ると、月光のような光明が放たれ阿闍世の全身をつつん
でいきます。身の悪瘡がいえ、うれいがすべてとりのぞかれたといいます。つま
り、月愛三昧の光明は、阿闍世のなかの善心を強化し、煩悩の毒熱を除いていった
のです。
　阿闍世の意識、末那識は、善心におおわれ、仏の大慈悲の生命につつまれて絶対
的な安心の境地にひたることができたのです。
　しかし、悪瘡の消失は、仏の大慈悲によるものであり、阿闍世自身の自らの生命
力の顕現によるものではありません。
　そこで、病がおちつくと、阿闍世は耆婆とともに釈尊のもとを訪れました。釈尊
は阿闍世に深い思いをよせて、大慈悲の言葉で「無常」「無我」「空」を語っていき
ました。
　釈尊が語るにつれて、阿闍世の生命は深層領域まで善心に満たされ、そして、つ
いに、阿闍世自身の「仏性」「第九識」が力強く顕在化してきます。
　阿闍世は、釈尊に、次のように語ります。（資料⑧）
　資料⑧「大般涅槃経」
　「世尊、我世間に伊蘭子より伊蘭樹を生ずるを見、伊蘭子より栴檀樹を生ずるを
見ず。我今始めて伊蘭子より栴檀樹を生ずるを見る。伊蘭子とは我が身是なり、栴
檀樹とは即ち是我が心無根信なり。（中略）我今、佛を見たてまつる。是の佛を見
て得る所の功徳を以て、衆生の有らゆる一切煩悩悪心を破壊す。」
　伊蘭とは、ひどい臭気を放つ植物であり、煩悩（悪心）にたとえられます。栴檀
とは、すばらしい香気を放ち、菩提（善心）にたとえられます。
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　「無根信」とは、根のないところに樹が育つように、信仰心のないところに、仏
への信が生まれたことをさします。仏への信とは自らの「仏性」への信を意味しま
す。「仏性」を力強く顕現した阿闍世は、今度は、すべての人々の悪心、煩悩を打
ち破ると釈尊に誓っているのです。
　この誓い通り、阿闍世は父王の跡をつぎ、賢王となり、仏入滅の後、第一回経典
結集の外護をしております。
　この「無根信」の物語について、池見西次郎博士は、次のように解説しておりま
す。
　『アジャセの宿命的な心病を救うものは、釈尊のような、絶対的なゆるしでなけ
ればならなかった。しかも、彼を釈尊にまで導いたのは、他ならぬ、当の被害者の
ビンバシャラその人であった。古沢先生は、分裂病患者（統合失調症）が現した殺
人傾向の中に、アジャセの心病を見られたのであろう。そして、ここまで根の深い
精神の病気は、もはや単なるテクニックだけで治せるものではなく、釈尊のような
絶対的な慈悲の中に抱きとって、とろかす他はないというところまで思い至られた
ようである。』（池見酉次郎著『自己分析』講談社現代新書）
　古沢平作博士については、すでにのべたところです。阿闍世の「心の病」は、阿
頼耶識の業にまで及ぶ、「宿命的な心病」だったのです。
　この心病を根底から癒したのは、釈尊でした。その釈尊へと導いたのは「まこと
の愛」をあらわした父母でした。そして、耆婆は医師として、善友として阿闍世に
アドバイスし、釈尊のもとへと導き、「絶対的な慈悲」の光明に浴させたのであり
ます。
　こうして、阿闍世は自らの内なる「仏性」─阿頼耶識を超える根本清浄識として
の第九識を開くことができたのです。
　池見西次郎博士は、「心の病」の指標として、次のように示しております。
　「精神分析療法は、はじめはノイローゼやヒステリーにかぎられていたが、近年
では深い性格的なひずみをもった心身症患者、もっと根の深い性格神経症やある種
の分裂病（統合失調症）にまで、手をのばすようになってきている。（中略）そこで
もっと積極的、能動的に治療者の温かい愛情で包んでいかねばならないというよう
に、一般に考えられるようになってきている。これは何も分裂病（統合失調症）な
どにかぎったことではなく、赤ん坊のときから、人間としての安全弁（人生に対す
る、人間愛にたいする基本的な信頼感）をとりつけられていない、不安で疑い深く、
孤独な現代人の心に対する、究極の救いにも、つながるものと言えよう」（前掲書）
　今日の“心の病”の療法としては、薬物療法をはじめ、認知療法、行動療法、芸
術療法、箱庭療法などが実施されています。
　これらの療法を生かしていく為にも、阿闍世の物語は重要な示唆を与えておりま
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す。釈尊をはじめ、両親や耆婆が阿闍世を善心で支えたように、現代の“心の病”
の治療にも、患者の父母、家族、知人、友人、医療関係者の純粋な愛、慈悲、信頼
の善心を基礎とすべきと考えております。
　阿闍世にとって、釈尊、耆婆、そして、釈尊に帰依した父母は、善友（善知識）
として「宿命的な心病」の克服に貢献しました。仏教では善友の存在を大変に重視
しております。
　釈尊自身が「われは万人の友である、万人のなかまである、一切の生きとし生け
るものの同情者である。慈しみの心を修めて、つねに無傷害を楽しむ」（「仏弟子の
告白─テーラガーター」中村元訳　岩波書店）と宣言しております。
　そこで、最後に、仏典に説かれた「真の友人」と「見せかけの友人」の判別法に
ついて紹介しておきます。釈尊が「シンガーラ」という在家の弟子に教えた仏典
（「原始仏典Ⅱ　人生の指針」「シンガーラへの教え」中村元訳　東京書籍）です。
　「これらの四種類の友人は、親友（心のこもった友）であると知るべきである。す
なわちⅰ助けてくれる友、ⅱ苦しいときも楽しいときも一緒に友である人、ⅲた
めを思って話をしてくれる人、ⅳ 同情してくれる友は親友であると知るべきであ
る。
　逆に、「見せかけの友」についても紹介しておきます。
　「次の四種は敵であって、友に似たものに過ぎないと知るべきである。すなわち
ⅰ何でも取っていく人、ⅱことばだけの人、ⅲ甘言を語る人、ⅳ遊蕩の仲間は敵
であって、友に似たものに過ぎないと知るべきである」
　釈尊や耆婆のような、自分のことを助けてくれ、苦楽をともにしてくれ、アドバ
イスをしたり、慈悲の心で接してくれる“真の友人”（善友、善知識）とともに、善
友の輪を広げていくところに、「心の病」をも克服するための生命深層の基礎が広
がっていくのです。最近の実証心理学の研究（フラミンガムの実験）によると「幸福
は伝染する」といわれます。拙書『生命哲学入門Ⅱ　幸せをつくる心理学』に紹介
しておきました。
　善友がともに、善心を開発しながら、幸福の輪を広げていきたいと思います。
　長時間、御静聴ありがとうございました。
